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は
じ
め
に

　

杜
甫
の
作
と
称
さ
れ
て
き
た
詩
の
中
に
は
、
真
偽
の
定
か
で
な
い

詩
が
含
ま
れ
て
お
り
、
他
詩
人
の
詩
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
例
え
ば
『
杜
詩
詳
注
』（
以
下
、『
詳

注
』）
巻
二
十
三
、「
少
陵
逸
詩
小
序
」
は
、「
杜
詩
は
人
間
に
零
落

し
、
宋
の
時　

後
先
に
継
い
で
出
づ
。
諸
家
の
採
る
所
は
、
贋
本
頗

る
多
し
。
附
余
の
四
十
五
章
は
、
蔡
氏　

諸こ
れ

を
正
集
に
登
し
、
疑
い

を
伝
え
て
未
だ
決
せ
ざ
る
者
に
至
っ
て
は
、
亦
名
姓　

両
つ
な
が
ら

存
す
、
張
祜
・
杜
誦
・
暢
当
の
如
き
は
、『
文
苑
英
華
弁
證
』
に
得

た
り
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
附
余
の
四
十
五
章
」
と
は
蔡
夢
弼

『
草
堂
詩
箋
』
巻
四
十
、「
逸
詩
拾
遺
」
に
収
め
る
「
瞿
塘
懐
古
」

1037

か
ら
「
絶
句
三
首
」0815~0817

に
至
る
ま
で
の
四
十
五
篇
を

指
す
（
詩
題
に
付
し
た
四
桁
の
数
字
は
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
講
談

社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
）
の
作
品
番
号
）。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

七
絶
「
虢
国
夫
人
」0079

は
、
張
祜
（
七
九
二
～
八
五
四（
１
））

の
「
集

霊
台
二
首
」〈
其
二
〉（『
全
唐
詩
』
巻
五
一
一
）
で
あ
る
こ
と
が
ほ

ぼ
解
明
さ
れ
て
い
る
一
篇
で
あ
る
。

　
　

虢
国
夫
人
承
主
恩　

虢
国
夫
人　

主
恩
を
承
け

　
　

平
明
上
馬
入
宮
門　

平
明　

馬
に
上
り
宮
門
よ
り
入
る

　
　

却
嫌
脂
粉
涴
顔
色　

却
っ
て
脂
粉
の
顔
色
を
涴け

が

す
を
嫌い

と

い

　
　

淡
掃
蛾
眉
朝
至
尊　

淡
く
蛾
眉
を
掃は

き
て
至
尊
に
朝
す

　

従
っ
て
作
者
に
つ
い
て
の
疑
義
は
主
要
な
問
題
と
は
な
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
再
検
討
す
る
中
で
、
い
く
つ

か
の
事
柄
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一

　

こ
の
詩
が
杜
甫
の
詩
と
し
て
早
く
に
見
え
る
の
は
『
草
堂
詩
箋
』

巻
四
十
で
あ
る
。『
宋
本
杜
工
部
集
（
続
古
逸
叢
書
）』、
王
洙
『
杜

工
部
集
』、『
九
家
集
注
杜
詩
』
な
ど
は
こ
れ
を
収
録
し
な
い
。『
草

 　
　

杜
甫
詩
の
真
偽

　
　
　
　

―
「
虢
国
夫
人
」
札
記
―

後　

藤　

秋　

正　
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堂
詩
箋
』「
逸
詩
拾
遺
」
は
こ
の
詩
か
ら
「
哭
台
州
鄭
司
戸
蘇
少

監
」0795

ま
で
の
詩
を
収
録
し
て
、「
右
二
十
七
篇
は
、
朝
奉
大
夫

員
安
宇（
２
）の

収
む
る
所
」
と
記
す
の
み
で
出
処
を
示
さ
な
い
が
、『
銭

注
杜
詩
』
巻
十
八
、「
附
録
」
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
唐
・
楽

史
『
楊
貴
妃
外
伝
（
楊
太
真
外
伝
）』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
銭
注
杜
詩
』
は
「
他
集
互
見
四
首
」
と
し
て
「
哭
張
孫
侍
御
」

0176

な
ど
と
と
も
に
こ
の
詩
を
収
め
、「『
張
祐マ

マ

集
』
に
見
ゆ
。「
集

霊
台
二
首
」
に
作
る
。『
万
首
唐
人
絶
句
』
は
、
又
張
祐マ

マ

に
作
る
。」

と
言
う
。
楽
史
『
楊
太
真
外
伝
』
巻
上
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

…
…
姊
三
人
有
り
。
皆
な
豊
碩
に
し
て
修
整
、
謔
浪
に
工
み

に
し
て
、
巧
み
に
旨
趣
を
会
す
。
宮
中
に
入
る
毎
に
、
晷と

き

を
移

し
て
方は

じ

め
て
出
づ
。
…
…
〔
天
宝
〕
七
載
、
…
…
大
姨
を
封
じ

て
韓
国
夫
人
と
為
し
、
三
姨
を
虢
国
夫
人
と
為
し
、
八
姨
を
秦

国
夫
人
と
為
し
、
同
日
に
拝
命
す
。
皆
な
月
に
銭
十
万
を
給
し
、

脂
粉
の
資
と
為
す
。
然
る
に
虢
国
は
粧
粉
を
施
さ
ず
。
自
ら
美

艶
を
衒て

ら

い
、
常
に
素
面
に
し
て
天
に
朝
す
。
当
時
杜
甫
に
詩
有

り
て
云
う
、
…
…
と
。
又
虢
国
に
照
夜
璣
を
賜
い
、
秦
国
に
七

葉
冠
、
国
忠
に
鏁
子
帳
。
蓋
し
希
代
の
珍
に
し
て
、
其
の
恩
寵

は
此
の
如
し
。

　
『
銭
注
杜
詩
』
は
一
方
で
は
張
祜
（
張
祐
は
誤
り
）
の
作
と
も
さ

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
『
楊
太
真
外
伝
』
を
引
く
の
で
あ
る
。

二

　

そ
れ
で
は
こ
の
詩
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
張
祜
の
作
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
早
く
杜
甫
の
作
で
あ
る
こ
と
に
疑

義
を
呈
し
た
の
は
宋
・
楼
鑰
『
攻
媿
集
』
巻
七
十
二
、「
跋
虢
国
夫

人
暁
妝
図
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
虢
国
夫
人　

主
恩
を
承
け
、
平
明　

馬
に
騎の

り
金
門
よ
り

入
る
、
…
…
」。
余
毎つ

ね

に
此
れ
恐
ら
く
は
杜
少
陵
の
語
に
非
ざ

る
を
疑
い
、
乃
ち
張
祜
の
集
中
に
得
た
り
。
蓋
し
「
集
霊
台
第

二
篇
」
な
り
。
素
よ
り
同
年
の
林
子
長
の
家
に
「
虢
国
夜
游

図
」
有
る
を
聞
く
、
甚
だ
佳
き
も
未
だ
之
を
見
ず
。

　

こ
こ
に
引
か
れ
た
詩
と
「
虢
国
夜
游
図
」
と
の
関
連
が
明
確
で
は

な
い
が
、
林
子
長
の
家
に
「
虢
国
夜
游
図
」
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
た

楼
鑰
は
、
夜
明
け
に
虢
国
夫
人
が
馬
に
乗
る
の
は
不
自
然
な
の
で
、

「
夜
游
図
」
で
は
な
く
「
暁
妝
図
」
で
あ
り
、
杜
甫
が
そ
う
し
た
詩

を
残
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
虢
国
夫
人

を
画
題
と
し
た
絵
画
は
好
ん
で
描
か
れ
た
ら
し
い
。『
宣
和
画
譜
』

巻
五
に
は
、「
虢
国
夫
人
夜
遊
図
」
の
ほ
か
、「
虢
国
夫
人
遊
春
図
」、

「
虢
国
夫
人
踏
青
図
」
が
見
え
、
明
・
汪
砢
玉
『
珊
瑚
網
』
巻
二
十

五
に
は
、「
虢
国
夫
人
行
遊
図
」
が
見
え
て
い
る
。
詩
で
は
例
え
ば

蘇
軾
に
は
「
虢
国
夫
人
夜
遊
図
詩
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
七
）
が
、
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李
綱
に
は
「
次
韻
虢
国
夫
人
夜
遊
図
」（『
梁
谿
集
』
巻
一
一
）
が
あ

る
。　

　

楼
鑰
以
後
も
こ
の
詩
が
張
祜
の
作
で
あ
る
と
指
摘
す
る
論
者
は
多

い
。
劉
克
荘
『
後
村
詩
話
』
巻
十
二
、
張
祜
の
条
に
は
、
後
に
引
く

「
邠
州
小
管
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
一
一
）
と
こ
の
詩
を
引
い
て
、「
今

　

祜
の
詩
の
存
す
る
者
は
僅
か
に
四
巻
の
み
、
然
ら
ば
則
ち
散
落
す

る
こ
と
多
し
。」
と
あ
る
。
明
代
に
入
る
と
、
高
棅
『
唐
詩
品
彙
』

「
七
言
絶
句
」
巻
七
は
張
祐
（
張
祜
）
の
「
集
霊
台
」
と
し
て
収
め
、

「
又
杜
集
に
見
え
、
虢
国
夫
人
と
作
す
。」
と
注
記
し
て
い
る
。

　

胡
震
亨
『
唐
音
癸
籤
』
巻
三
十
二
は
、「
坡
公
は
李
・
杜
の
二
集

を
論
じ
、
杜
集
は
李
集
に
較
べ
て
偽
撰
少
な
し
と
為
す
と
謂
う
。
此

れ
殆
ど
然
ら
ず
。
…
…
絶
句
「
虢
国
夫
人
」
は
、『
張
祜
集
』「
霊

台
」
の
第
二
篇
な
り
。
此
れ
を
推
す
に
、
他
集
の
誤
入
す
る
者
は
自

ず
か
ら
復
た
少
な
か
ら
ざ
る
を
知
る
。」
と
述
べ
る
。
こ
の
指
摘
も

的
確
で
あ
る
。
胡
応
麟
『
詩
藪
』
内
編
、
巻
五
も
、「
李
集
に
は
贋

な
る
者
多
く
、
杜
詩
は
贋
な
る
者
極
め
て
少
な
し
。
…
…
「
虢
国
夫

人
」
の
一
首
は
殊
に
遠
し
。
張
祜
た
る
こ
と
疑
い
無
し
。」
と
言
う
。

　

清
代
に
入
る
と
朱
鶴
齢
『
杜
工
部
詩
集
輯
注
』
が
「
杜
工
部
集
外

詩
」
に
収
め
て
『
楊
妃
外
伝
』
を
引
き
、「
此
の
詩
は
『
張
祜
集
』

は
「
集
霊
台
二
首
」
に
作
る
、『
万
首
唐
人
絶
句
』
は
張
祐
に
作
り
、

『
三
体
詩
』・『
唐
詩
品
彙
』
は
幷
び
に
張
祜
に
作
る
。」
と
指
摘
す
る
。

王
士
禛
『
帯
経
堂
詩
話
（
漁
洋
詩
話
）』
巻
十
八
は
こ
の
詩
が
「
杜

集
」
に
雑
入
し
た
こ
と
を
、「「
邨
歌　

耳
に
聒

か
ま
び
すし

烏
塩
角
、
社
酒　

情
を
柔
ら
ぐ
玉
練
槌
。」
宋
末
『
月
泉
吟
社
』
中
の
佳
句
な
り
。『
山

居
雑
志
』
に
杭
の
人　

徐
炬
の
『
酒
賦
』
を
載
せ
、
乃
ち
引
き
て
少

陵
の
詩
と
作
す
。
格
調
の
類
否
を
弁
ぜ
ず
し
て
、
妄
り
に
子
美
と
称

す
。
則
ち
「
虢
国
夫
人
」・「
杜
鵑
行
」・「
狂
歌
行
」
諸
篇
は
、
妄

人　

皆
な
杜
集
に
雑
入
す
、
又
何
ぞ
怪
し
き
か
。」
と
述
べ
て
い
る（
３
）。

明
・
徐
炬
『
酒
賦
』
が
「
邨
歌
聒
耳
烏
塩
角
、
…
…
」
の
句
を
杜
甫

の
作
と
誤
認
し
て
い
る
の
と
同
様
に
「
虢
国
夫
人
」
も
杜
甫
の
作
と

誤
解
さ
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
二

十
、「
他
集
互
見
」
も
「『
草
堂
逸
詩
』
に
見
え
、
亦
『
張
祜
集
』
に

見
ゆ
。」
と
指
摘
し
た
上
で
、
頭
注
に
、「
詩
は
自
ず
か
ら
佳
し
、
然

る
に
杜
の
作
に
非
ず
。」
と
、
杜
甫
の
作
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。

ま
た
『
読
杜
心
解
』
巻
六
之
下
も
「
集
外
詩
」
と
し
て
朱
注
を
引
き
、

「
詩
は
浅
露
な
る
に
似
て
、
少
陵
の
語
に
類に

ず
。」
と
述
べ
て
い
る
。

三

　
「
虢
国
夫
人
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
分
析
は
施
鴻
保
『
読
杜
詩

説
』
巻
二
に
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。『
読
杜
詩
説
』
は
『
詳
注
』
の
見

解
に
批
判
を
加
え
る
の
で
、
先
に
『
詳
注
』
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

詩
に
云
う
、「
恩
を
承
け
て
入
朝
す
」
と
、
乃
ち
虢
国　

寵
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を
得
し
時
の
作
な
り
。
類
に
依
り
て
編
入
し
、
当
に
「
麗
人

行
」
の
後
に
附
す
べ
し
、
但
だ
未
だ
何
れ
の
年
な
る
か
を
定
め

ざ
る
の
み
。
朱
注
に
、
此
の
詩
は
草
堂
逸
詩
に
見
ゆ
。『
張
祜

集
』
に
拠
れ
ば
、「
集
霊
台
」
二
首
に
作
る
。
又
、『
万
首
唐
人

絶
句
』
は
張
祜
に
作
る
。『
三
体
詩
』・『
唐
詩
品
彙
』
も
張
祜

に
作
る
。
集
霊
台
と
紫
微
殿
と
は
相
い
近
し
と
。
今
按
ず
る
に
、

祜
は
乃
ち
中
唐
の
人
、
天
宝
を
去
る
こ
と
已
に
久
し
く
、
若
し

虢
国
を
追
憶
す
る
の
詞
と
作
せ
ば
、
亦
当
に
微
か
に
乱
後
の
事

を
帯
ぶ
べ
き
に
、
詩
意
は
全
く
之
に
及
ば
ず
、
還
っ
て
是
れ
現

在
を
譏
諷
す
、
応
に
少
陵
の
作
に
属
す
べ
き
な
り
。

　
『
詳
注
』
は
こ
の
詩
が
安
史
の
乱
に
言
及
し
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
当
時
の
こ
と
を
婉
曲

に
譏
っ
た
詩
な
の
で
、
杜
甫
の
詩
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
言
う
の
で

あ
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
『
読
杜
詩
説
』
は
反
論
を
加
え
る
。

　

虢
国
夫
人
の
題
注
に
、
朱
説
を
引
く
、「
…
…
」
と
。
又
注

に
云
う
、「
此
の
詩
の
諷
刺
は
微
婉
な
り
、「
虢
国
」
と
曰
う
は
、

封
号
を
濫
り
に
す
る
な
り
。「
恩
を
承
く
」
と
曰
う
は
、
女
謁

を
寵
す
る
な
り
。「
平
明　

馬
に
上
る
」
と
曰
う
は
、
人
の
見

る
を
避
け
ざ
る
な
り
。「
淡
く
蛾
眉
を
掃
く
」
と
曰
う
は
、
妖

姿　

媚
び
を
取
る
な
り
。「
門
に
入
り
て
尊
き
に
朝
す
」
と
曰

う
は
、
出
入
に
度の

り

無
き
な
り
。
当
時　

宮
闈
を
濁
乱
す
る
こ
と

此
の
如
く
、
已
に
陳
倉
の
禍
を
兆
す
。
一
旦　

紅
顔　

地
に
委お

つ
れ
ば
、
白
骨　

誰
か
憐
れ
ま
ん
、
徒
だ
臭
を
千
年
に
貽の

こ

す
に

足
る
の
み
」
と
。
今
按
ず
る
に
此
の
詩
は
固も

と

よ
り
当
に
此
の
如

く
解
す
べ
し
。
若
し
僅
か
に
虢
国
入
宮
図
を
写
す
の
み
な
ら
ば
、

絶
え
て
寓
意
無
し
、
独
り
公
の
詩
に
之
れ
無
き
の
み
な
ら
ず
、

即
ち
張
祜
も
亦
必
ず
為
さ
ず
。

　

惟
れ
公
の
時
に
在
っ
て
は
、
三
国
の
寵
幸
は
方
に
盛
ん
に
、

即
ち
其
の
後　

必
ず
終
わ
ら
ざ
る
を
灼
知
す
る
も
、
陳
倉
の
禍

は
則
ち
料
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
若
し
是
れ
張
祜
の
作
な
ら
ば
、

則
ち
詞
は
其
の
現
在
を
説
く
と
雖
も
、
而
る
に
意
は
則
ち
其
の

後
来
を
寓
し
、
読
者
を
し
て
自
ず
か
ら
言
外
に
会
せ
し
め
ん
と

す
。
且
つ
公
の
集
の
七
絶
は
多
く
此
の
詩
と
類に

ず
、
必
ず
『
草

堂
逸
詩
』
の
誤
り
て
収
む
る
者
な
り
。
題
注
に
又
云
う
、「
祜

は
是
れ
中
唐
の
人
、
天
宝
を
去
る
こ
と
已
に
久
し
、
若
し
追
憶

の
詞
を
作
せ
ば
、
亦
当
に
微す

こ

し
く
乱
後
の
事
を
帯
ぶ
べ
し
、
詩

は
全
く
及
ば
ず
、
還
っ
て
是
れ
現
在
を
譏
諷
す
れ
ば
、
応
に
仍

り
て
少
陵
に
属
す
べ
き
を
是
と
為
す
」
と
。
此
の
説
は
但
だ
に

真
贋　

弁
ず
る
莫
き
の
み
な
ら
ず
、
且
つ
全
く
此
の
詩
の
語
の

妙
な
る
を
識
ら
ず
。

　
「
注
」
と
「
題
注
」
は
い
ず
れ
も
『
詳
注
』
を
指
す
。
陳
倉
の
禍

と
は
、
天
宝
十
五
載
（
七
五
六
。
七
月
、
至
徳
と
改
元
）
六
月
、
楊
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貴
妃
が
馬
嵬
坡
で
縊
殺
さ
れ
た
後
、
陳
倉
県
（
陝
西
省
宝
鶏
市
）
へ

逃
げ
た
虢
国
夫
人
が
、
県
令
薛
景
仙
の
も
と
で
死
ん
だ
こ
と
を
指
す
。

『
旧
唐
書
』
巻
五
十
一
、
楊
貴
妃
伝
は
彼
女
の
最
期
を
、「
馬
嵬
の
国

忠
を
誅
す
る
や
、
虢
国
夫
人　

難
の
作お

こ

る
を
聞
き
、
馬
を
奔
ら
せ
て

陳
倉
に
至
る
。
県
令
薛
景
仙　

人
吏
を
率
い
て
之
を
追
う
に
、
走
り

て
竹
林
に
入
る
。
…
…
已
に
し
て
自
刎
す
る
も
、
死
せ
ず
、
県
吏　

之
を
載
せ
、
獄
中
に
閉
づ
。
…
…
血
凝
り
喉
に
至
り
て
卒
し
、
遂
に

郭
外
に
瘞う

ず

む
。」
と
記
す
。『
読
杜
詩
説
』
は
『
詳
注
』
が
寓
意
を
含

ん
だ
詩
で
あ
る
と
し
た
こ
と
は
認
め
た
上
で
、
も
し
張
祜
の
作
な
ら

ば
安
史
の
乱
（
陳
倉
の
禍
）
に
言
及
す
る
は
ず
で
あ
る
の
に
そ
れ
が

な
い
の
で
杜
甫
の
作
と
認
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
真
贋
を
弁
別
せ
ず
、

表
現
の
巧
み
さ
に
無
理
解
で
あ
る
と
退
け
る
の
で
あ
る
。『
読
杜
詩

説
』
は
こ
の
詩
は
虢
国
夫
人
の
得
意
の
絶
頂
期
を
描
写
し
て
そ
の
後

に
起
こ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
点
に
妙
味
が
あ
り
、
杜
甫
の
他
の
七

絶
と
は
異
な
る
こ
と
を
贋
作
で
あ
る
証
左
と
し
た
の
で
あ
る
。

四

　

こ
こ
で
曹
樹
銘
『
杜
臆
増
校
』（
台
北
商
務
印
書
館
、
一
九
七

一
）
の
見
解
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
『
杜
臆
』
巻
九
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
、「
此
れ
天
宝
の
間
の
詩
、
誤

り
て
此
に
寘お

く
。
脂
粉
は
顔
色
の
為
に
し
て
設
く
る
に
、
反
っ
て
脂

粉
の
顔
色
を
涴
す
を
嫌
う
。
其
の
言
は
味
有
り
、
其
の
理
は
推
す
可

し
。
世
間
に
脂
粉
を
以
て
顔
色
の
為
に
す
る
者
多
し
。」
と
述
べ
る

の
み
だ
が
、『
杜
臆
増
校
』
は
、
こ
の
詩
に
関
す
る
見
解
を
自
身
の

そ
れ
を
含
め
て
以
下
の
よ
う
に
五
項
目
に
分
け
て
紹
介
し
、
杜
甫
の

作
と
断
定
す
る
。

　

一
、
作
譏
諷
論
、
係
杜
詩
。
二
、
作
譏
諷
論
、
係
張
祜
詩
。

三
、
作
互
見
詩
、
全
不
作
論
断
。
四
、
作
直
詠
及
浅
露
論
、
無

諷
意
、
係
張
祜
詩
。
五
、
本
人
之
意
見
、
略
同
仇
注
、
作
譏
諷

論
、
係
杜
詩
。

　
「
一
」
の
「
譏
諷
」
を
含
ん
だ
杜
甫
の
詩
と
認
め
る
も
の
で
は

『
詳
注
』、『
九
家
集
注
杜
詩
』
と
『
杜
臆
』
が
挙
げ
ら
れ
、「
二
」
の

「
譏
諷
」
を
含
ん
だ
張
祜
の
詩
と
認
め
る
も
の
で
は
『
読
杜
詩
説
』

が
、「
三
」
の
ど
ち
ら
の
作
と
も
論
断
し
な
い
も
の
と
し
て
は
『
銭

注
杜
詩
』
と
楊
本
（『
杜
詩
鏡
銓
』）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

『
杜
詩
鏡
銓
』
の
頭
注
は
先
述
し
た
と
お
り
、
杜
甫
の
詩
で
は
な
い

と
指
摘
し
て
い
て
「
論
断
」
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。

「
四
」
の
事
実
を
詠
じ
て
深
み
に
欠
け
、
風
刺
は
含
ま
れ
ず
、
張
祜

の
作
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
は
「
日
本
明
治
詩
人
」
と
し
て
「
森

大
来
（
槐
南
）」
の
「
評
釈
」（『
杜
詩
講
義
』
中
巻
、
文
会
堂
書
店
、

一
九
一
二
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
彼
の
沈
徳
潜
を
引
用
し
た
見
解
は

杜
甫
の
「
現
実
主
義
精
神
」
を
地
に
委
ね
る
も
の
だ
と
批
判
す
る
。
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沈
徳
潜
、
号
は
帰
愚
の
『
唐
詩
偶
評
』
巻
四
は
「
神
傷
を
言
わ
ず
、

聚
散
古
今
の
感
、
皆
な
中
に
寓
す
。
此
れ
断
句
の
正
声
に
し
て
、
杜

の
集
中
に
偶
〻
見
ゆ
る
者
な
り
。
○
凄
婉
は
、
全
て
一
の
又
の
字
に

在
り
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。『
杜
詩
講
義
』
の
中
で
、
沈
徳
潜
『
唐

詩
偶
評
』
に
触
れ
て
い
る
部
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ

は
「
江
南
逢
李
亀
年
」1440

に
つ
い
て
の
発
言
で
あ
る
。

　

此
処
の
評
に
も
不
言
神
傷
聚
散
古
今
感
皆
寓
於
中
、
此
断
句

正
声
、
杜
集
中
偶
見
者
也
と
あ
り
ま
す
が
、
所
謂
聚
散
古
今
の

感
を
ば
皆
不
言
の
中
に
寓
し
て
あ
り
ま
す
、
即
ち
彼
二
十
四
品

の
中
に
不
著
一
字
、
尽
得
風
流
と
申
す
処
で
あ
り
ま
す（
４
）、

詩
の

妙
境
は
其
処
に
在
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…

　
『
杜
臆
増
校
』
は
『
杜
詩
講
義
』
が
沈
徳
潜
の
説
の
よ
う
に
、
こ

の
詩
に
譏
諷
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ず
、
温
柔
敦
厚
な
側
面
を
強
調

す
る
点
に
、「
癥
結
」、
つ
ま
り
わ
だ
か
ま
り
が
あ
る
と
見
な
し
た
の

で
あ
る
。
な
お
沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
集
』
巻
二
十
に
は
張
祜
「
雨
霖

鈴
」
を
収
め
、「
集
霊
台
」
に
も
言
及
し
て
、

　

祜
に
又
集
霊
台
の
詩
有
り
、「
却
っ
て
脂
粉
の
顔
色
を
汚
す

を
嫌
い
、
淡
く
蛾
眉
を
掃
き
て
至
尊
に
朝
す
」
と
。
譏
刺
は
軽

薄
に
し
て
、
絶
え
て
詩
品
無
し
。
後
人　

杜
集
に
雑
入
し
、
衆

口　

交
〻
賛
う
る
は
、
真
に
不
可
解
な
り
。

と
述
べ
る
。
沈
徳
潜
は
こ
の
詩
が
張
祜
の
「
集
霊
台
」
で
あ
る
こ
と

を
認
め
、
譏
刺
を
含
む
も
の
の
軽
薄
で
あ
り
、
風
格
が
な
い
と
言

う
の
で
あ
る
。『
杜
臆
増
校
』
は
こ
の
詩
に
譏
諷
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
を
指
摘
し
な
い
森
槐
南
の
説
を
退
け
て

い
る
。「
五
」
で
『
杜
臆
増
校
』
は
自
説
を
述
べ
る
。
そ
こ
で
も
前

提
と
な
る
の
は
『
読
杜
詩
説
』
の
指
摘
の
通
り
、「
譏
諷
」
を
含
む

と
見
な
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
「
麗
人
行
」0078

、「
北
征
」

0188

、「
冬
狩
行
」0692

な
ど
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
公
詩
可
以

刺
楊
妃
、
何
独
不
可
以
刺
虢
国
。」
と
述
べ
、
楊
貴
妃
だ
け
を
譏
っ

て
虢
国
夫
人
を
譏
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
最

後
に
再
び
森
槐
南
の
説
に
言
及
し
て
こ
れ
を
否
定
し
、「
郭
本
注
」

と
「
王
説
」
が
正
し
く
、
杜
甫
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と

結
論
づ
け
て
い
る
。「
郭
本
」
は
『
九
家
集
注
杜
詩
』
を
、「
王
説
」

は
『
杜
臆
』
を
指
す
が
、『
杜
臆
増
校
』
が
用
い
た
『
九
家
集
注
杜

詩
』（「
増
校
本
杜
臆
説
明
」
に
「
本
書
所
拠
『
九
家
集
注
杜
詩
』、

唐
杜
甫
著
、
宋
郭
知
達
編
注
、
一
九
三
〇
年
燕
京
大
学
引
得
特
刊
第

十
四
号
杜
詩
引
得
本
、
第
二
冊
。」
と
あ
る
）
の
「
杜
詩
補
遺
」
の

部
分
は
『
詳
注
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
郭
知

達
が
こ
の
詩
を
杜
甫
の
詩
と
認
め
て
収
載
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
点
は
「
一
」
の
見
解
と
も
関
わ
っ
て
、
そ
の
指
摘
に
疑
問
を
呈
さ

ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
森
槐
南
の
言
と
し
て
「「
張
祜
詩
無
譏
刺
」

一
節
」
と
あ
る
が
、『
杜
詩
講
義
』
に
は
張
祜
に
言
及
し
た
部
分
は
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見
当
た
ら
な
い
。『
杜
詩
講
義
』
が
沈
徳
潜
『
杜
詩
偶
評
』
に
よ
っ

て
い
る
こ
と
は
、『
杜
詩
講
義　

上
巻
』「
例
言
」
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

五

　

そ
の
後
の
論
考
に
つ
い
て
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
発
表
年
の
順

に
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
呉
鷺
山
「
杜
詩
的
真
偽
」（『
杜
詩
論
叢
』

浙
江
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
三
）
は
以
下
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
て
張

祜
の
詩
で
あ
る
と
認
め
る
。『
楊
妃
外
伝
』
は
稗
官
小
説
で
あ
っ
て
、

信
用
が
置
け
な
い
こ
と
、
張
祜
「
集
霊
台
二
首
」
は
〈
其
一
〉
が
楊

貴
妃
を
詠
じ
、〈
其
二
〉
は
虢
国
夫
人
を
詠
じ
、
構
成
が
完
全
で
あ

っ
て
分
割
で
き
な
い
こ
と
、
中
唐
の
、
劉
禹
錫
「
阿
嬌
怨
」、
王
建

「
宮
詞
」、
徐
凝
「
宮
中
曲
」
な
ど
の
詩
と
風
格
が
類
似
し
て
い
る
こ

と
、『
万
首
唐
人
絶
句
』、『
唐
詩
品
彙
』
が
張
祜
の
詩
と
し
て
い
る

の
は
信
用
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。「
杜
詩
的
真
偽
」
は
最
後
に

『
詳
注
』
に
触
れ
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　

仇
兆
鰲
が
杜
甫
の
詩
と
断
定
し
た
の
は
、
中
唐
詩
人
の
宮
詞
が
、

こ
の
詩
の
作
り
方
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
張
祜
の
「
邠
王
小
管
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
一
一
）
は
、

　
　

虢
国
潜
行
韓
国
随　

虢
国
は
潜
行
し
て
韓
国
は
随
い

　
　

宜
春
深
院
映
花
枝　

宜
春
の
深
院　

花
枝
に
映
ず　

 

　
　

金
輿
遠
幸
無
人
見　

金
輿　

遠
く
幸
し
て
人
の
見
る
無
く

　
　

偸
把
邠
王
小
管
吹　

偸ひ
そ

か
に
邠
王
の
小
管
を
把
り
て
吹
く

と
、
虢
国
夫
人
と
韓
国
夫
人
を
「
追
詠
」
し
て
い
る
が
、
安
史
の
乱

後
の
事
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
「
集
霊
台
二
首
」〈
其
一
〉
も
、

　
　

日
光
斜
照
集
霊
台　

日
光　

斜
め
に
照
ら
す
集
霊
台

　
　

紅
樹
花
迎
暁
露
開　

紅
樹　

花
は
暁
露
を
迎
え
て
開
く

　
　

昨
夜
上
皇
新
授
籙　

昨
夜　

上
皇　

新
た
に
籙
を
授
け

　
　

太
真
含
笑
入
簾
来　

太
真　

含
笑
し
て
簾
に
入
り
て
来
る

と
、
楊
貴
妃
を
「
追
詠
」
す
る
が
、
こ
れ
も
乱
後
の
事
に
は
言
及
し

な
い
。
従
っ
て
仇
兆
鰲
の
論
断
に
は
根
拠
が
な
い
。
唐
人
の
詩
は
一

詩
、
あ
る
い
は
数
詩
が
他
詩
人
の
集
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
弁
別

は
困
難
だ
が
、「
虢
国
夫
人
」
は
そ
う
し
た
一
類
に
属
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
李
汝
倫
「『
虢
国
夫
人
』
非
杜
詩
弁
」（『
杜
詩
論
稿
』
広

東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
）
は
、
ま
ず
、
多
く
の
論
者
が
張
祜
の

作
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
た
中
で
、『
詳
注
』
が
こ
の
詩
を
杜

甫
の
詩
で
あ
る
と
認
め
た
こ
と
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た（
５
）。

し
か
し

『
詳
注
』
の
論
拠
は
不
充
分
で
あ
り
、
も
と
も
と
詩
人
が
前
事
を
追

憶
し
、
い
に
し
え
を
詠
じ
、
歴
史
を
詠
ず
る
時
に
は
当
時
の
事
柄
を

詠
じ
て
そ
の
後
の
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
張
祜
の
二

首
は
こ
の
枠
内
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
『
詳
注
』
の
論
法
が
成

り
立
て
ば
、
こ
の
類
の
詩
の
著
作
権
が
す
べ
て
問
題
と
な
る
の
で
あ
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っ
て
、『
詳
注
』
の
論
法
は
「
荒
謬
」
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
つ

い
で
諷
刺
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
『
詳
注
』
の
見
解
は
肯
定

し
た
上
で
、『
読
杜
心
解
』
が
「
浅
露
」
で
あ
る
と
し
た
こ
と
を
否

定
す
る
。
さ
ら
に
『
読
杜
心
解
』
の
「
少
陵
の
語
に
類
ず
」
と
い

う
発
言
は
実
情
に
近
い
と
認
め
、「
同
類
の
題
材
」
に
属
す
る
「
麗

人
行
」
と
比
較
し
、「
麗
人
行
」
は
大
き
い
視
点
か
ら
詠
じ
、「
虢

国
夫
人
」
は
小
さ
い
視
点
か
ら
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、「
麗
人
行
」
の
よ
う
な
多
角
度
か
ら
の
描
写
は
張
祜
に
は
不
可

能
で
あ
っ
て
、「
虢
国
夫
人
」
の
よ
う
な
絶
句
は
そ
の
名
手
で
あ
る

張
祜
の
作
で
あ
る
と
見
な
す
。
こ
こ
で
李
汝
倫
が
張
祜
の
絶
句
と
し

て
挙
げ
る
の
は
、「
邠
王
小
管
」、「
馬
嵬
坡
」、「
太
真
香
囊
子
」（
以

上
、『
全
唐
詩
』
巻
五
一
一
）
で
あ
り
、「
流
暢
に
し
て
清
麗
」
で
あ

る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
絶
句
と
「
集
霊
台
二
首
」
と
は
「
筆
法
」
が

類
似
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
李
汝
倫
は
、「
虢
国

夫
人
」
は
完
全
に
杜
甫
の
作
で
は
な
く
張
祜
の
作
で
あ
る
と
結
論
し

て
い
る（
６
）。　

　
　

　

呉
企
明
『
唐
音
質
疑
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）「
杜

甫
詩
弁
偽
札
記
」
は
『
詩
藪
』
な
ど
を
挙
げ
て
張
祜
の
作
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

７
）。

中
で
も
杜
甫
は
張
祜
と
は
違
い
、
天
宝

の
時
事
を
詠
ず
る
際
に
は
絶
句
で
は
な
く
、
新
題
楽
府
か
古
体
詩
を

用
い
る
と
い
う
指
摘
も
的
確
で
あ
る
。
そ
の
中
で
張
祜
と
同
時
代
人

の
発
言
と
し
て
皮
日
休
「
論
白
居
易
薦
徐
凝
屈
張
祜
」（『
全
唐
文
』

巻
七
九
七
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

祜
は
元
和
中　

宮
体
詩
を
作
り
、
詞
曲　

艶
発
し
、
当
時
軽

薄
の
流
は
其
の
才
を
重
ん
じ
、
合
噪
し
て
誉
れ
を
得
た
り
。

　

諸
書
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
張
祜
に
は
宮
体
詩
が
多
い
。
張
祜
が

王
建
の
影
響
を
受
け
、「
宮
詞
」
を
得
意
と
し
て
「
声
誉
」
を
得
て

い
た
こ
と
は
呉
企
明
も
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
杜
甫
の
作
で
あ

る
こ
と
を
否
定
す
る
見
解
を
述
べ
る
も
の
に
は
佟
培
基
『
全
唐
詩
重

出
誤
収
考
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
）
が
あ
る
。
佟
培
基

は
張
祜
の
作
で
あ
る
と
断
定
は
し
な
い
が
、
挙
例
の
仕
方
か
ら
見
て
、

張
祜
の
作
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
佟
培
基
の
、

「
郭
氏
『
九
家
集
注
杜
工
部
詩
』
補
二
俱
収
。」
と
い
う
指
摘
は
、
誤

解
を
招
こ
う
。『
九
家
集
注
杜
工
部
詩
』
は
こ
の
詩
を
載
せ
ず
、『
杜

詩
引
得
』
の
「
補
遺
」
は
先
述
の
よ
う
に
、『
詳
注
』
を
転
載
し
た

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

六

　

我
が
国
で
は
こ
の
詩
の
真
偽
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
そ

の
中
で
鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二

八
）
の
「
題
義
」
は
、「
此
の
詩
或
は
張
祜
の
作
と
せ
ら
る
、
祜
は

中
唐
の
人
な
り
、
唐
の
楽
史
の
『
楊
太
真
外
伝
』
に
は
杜
甫
の
詩
と
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し
て
引
け
り
。
果
し
て
杜
甫
の
作
な
る
や
否
も
知
り
が
た
し
。
作
時

も
明
か
な
ら
ず
。」
と
述
べ
、『
楊
太
真
外
伝
』
に
は
言
及
す
る
も
の

の
、
こ
れ
以
上
の
考
察
は
な
い
。
吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第

一
冊
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
）
は
「
虢
国
夫
人
」
を
収
録
せ
ず
、

「
麗
人
行
」
の
「
余
談
の
一
」
で
「
中
唐
の
張
祜
の
作
で
あ
り
、
杜

の
真
作
で
な
い
と
、
判
定
さ
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
『
杜
甫
全
詩
訳
注
（
一
）』（「
虢
国
夫
人
」
の
担
当
は
詹
満

江
）
は
、『
詳
注
』
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、「
こ
の
詩
は
、
一
説
に

「
集
霊
台
」
と
題
し
、
張
祜
（
七
九
二
？
～
八
五
二
）
の
作
と
す
る

（『
万
首
唐
人
絶
句
』、『
三
体
詩
』）。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

七

　

最
後
に
張
祜
の
宮
体
詩
を
何
篇
か
見
て
お
こ
う
。
先
に
皮
日
休
の

発
言
を
引
い
て
お
い
た
が
、
陸
游
『
容
斎
続
筆
』
巻
二
、「
唐
詩
無

諱
避
」
も
張
祜
の
作
と
認
め
、
具
体
的
な
作
品
名
を
挙
げ
て
次
の
よ

う
に
指
摘
す
る
。

　

唐
人
の
歌
詩
は
、
其
の
先
世
及
び
当
時
の
事
に
於
け
る
や
、

辞
を
直
に
し
て
詠
寄
し
、
略ほ

ぼ

避
隠
す
る
無
し
。
宮
禁　

嬖
昵　

に
至
っ
て
は
、
外
間
の
応
に
知
る
べ
き
所
の
者
に
非
ざ
る
に
、

皆
な
反
復
極
言
し
て
、
上
の
人
も
亦
以
て
罪
と
為
さ
ず
。
…
…

張
祜
は
「
連
昌
宮
」・「
元
日
杖
」・「
千
秋
楽
」・「
熱
戯
楽
」・

…
…
・「
華
清
宮
」・「
集
霊
台
」・
…
…
・「
散
花
楼
」・
雨
霖

鈴
」
等
三
十
篇
を
賦
し
、
大
抵　

開
元
・
天
宝
の
間
の
事
を
詠

ず
。
…
…
今
の
詩
人
は
敢
え
て
爾し

か

せ
ざ
る
な
り
。

　

ま
た
許
学
夷
『
詩
源
弁
体
』
巻
二
十
九
も
、「
張
祜
は
、
元
和
中

に
宮
体
七
言
絶
三
十
余
首
を
作
り
、
多
く
天
宝
の
宮
中
の
事
を
道い

い
、

録
に
入
り
し
者
は
王
建
の
工
麗
な
る
に
較
べ
て
稍や

や

遜ゆ
ず

る
も
寛
裕
な

る
は
之
に
勝
る
。
其
の
外
の
数
篇
は
、
声
調　

亦
高
し
。」
と
言
う
。

い
ず
れ
も
張
祜
の
宮
体
詩
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
諷
刺
性
に
着

目
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

翁
方
綱
『
石
洲
詩
話
』
巻
二
が
、「
張
祜
の
絶
句
は
、
毎つ

ね

に
鮮

葩　

颭
灔
し
、
焔
水　

泊
浮
す
る
が
如
く
、
特た

だ
に
「
故
国
三
千

里
」
一
章
の
小
杜
に
称
せ
ら
る
る
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。」
と
彼
の

絶
句
を
称
賛
し
、
沈
徳
潜
『
説
詩
晬
語
』
巻
上
に
も
、「
五
言
絶
句
、

…
…
。
他
の
崔
顥
「
長
干
曲
」・
王
建
「
新
嫁
娘
」・
張
祜
「
宮
詞
」

等
の
篇
の
如
き
は
、
専
家
に
非
ず
と
雖
も
、
亦
絶
調
と
称
す
。」
と

い
う
評
価
が
見
え
る
、「
宮
詞
二
首
」（
以
下
、
い
ず
れ
も
『
全
唐

詩
』
巻
五
一
一
）
を
ま
ず
引
こ
う
。

　
　

故
国
三
千
里　

故
国　

三
千
里

　
　

深
宮
二
十
年　

深
宮　

二
十
年

　
　

一
声
河
満
子　

一
声
の
河
満
子

　
　

双
涙
落
君
前　

双
涙　

君
前
に
落
つ　
〈
其
一
〉　　
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自
倚
能
歌
日　

自
ら
倚
り
て
歌
を
能
く
す
る
日

　
　

先
皇
掌
上
憐　

先
皇　

掌
上
に
憐
れ
む

　
　

新
声
何
処
歌　

新
声　

何
処
に
か
歌
う

　
　

腸
断
李
延
年　

腸
は
断
ゆ
李
延
年　
〈
其
二
〉　　
　

 

　
「
河
満
子
（
何
満
子
）」
は
楽
曲
の
名
。「
宮
詞
二
首
」
は
漢
代
に

題
材
を
取
っ
た
も
の
だ
が
、
次
に
楊
貴
妃
を
詠
ず
る
詩
を
見
よ
う
。

　
　
　
「
連
昌
宮
」

　
　

竜
虎
旌
旗
雨
露
飄　

竜
虎
の
旌
旗　

雨
露
に
飄
り

　
　

玉
楼
歌
断
碧
山
遥　

玉
楼　

歌
断
え
て
碧
山
遥
か
な
り

　
　

玄
宗
上
馬
太
真
去　

玄
宗
は
馬
に
上
り
太
真
は
去
る

　
　

紅
樹
満
園
香
自
銷　

紅
樹　

園
に
満
ち
て
香
り
自
ず
か
ら
銷
ゆ

　

連
昌
宮
は
河
南
省
宜
陽
県
に
あ
っ
た
離
宮
。
高
宗
の
顕
慶
三
年

（
六
五
八
）
に
置
か
れ
た
。
紅
樹
は
碧
桃
樹
。
元
稹
「
連
昌
宮
詞
」

（『
全
唐
詩
』
巻
四
一
九
）
に
、「
又
牆
頭　

千
葉
桃
有
り
、
風
動
き

花
を
落
と
し
て
紅
蔌
蔌
た
り
」
と
詠
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
「
寧
哥
来
」　　
　
　

　
　

日
映
宮
城
露
半
開　

日
は
宮
城
に
映
じ
て
露
半
ば
開
く

　
　

太
真
簾
下
畏
人
猜　

太
真
は
簾
下
に
人
の
猜そ

ね

む
を
畏
る

　
　

黄
翻
綽
指
向
西
樹　

黄
翻
綽
は
指
さ
し
て
西
樹
に
向
か
い

　
　

不
信
寧
哥
回
馬
来　

信
ぜ
ず
寧
哥
の
馬
を
回
ら
し
て
来
る
を

　

宋
蜀
本
『
張
承
吉
文
集
』
を
底
本
と
し
、
明
刻
本
『
張
処
士
集
』

な
ど
を
用
い
て
校
定
し
た
と
い
う
尹
占
華
『
張
祜
詩
集
校
注
』（
甘

粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
）
に
よ
る
と
寧
哥
は
邠
王
李
守
礼
の
子
、

李
承
寧
。
黄
翻
綽
（
黄
幡
綽
）
は
玄
宗
の
時
の
伶
人
。
一
篇
は
楊
貴

妃
と
李
承
寧
が
曖
昧
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
詠
ず
る
と
す
る
。

　
　
　
「
馬
嵬
坡
」

　
　

旌
旗
不
整
奈
君
何　

旌
旗　

整
わ
ず
君
を
奈
何
せ
ん

　
　

南
去
人
稀
北
去
多　

南
去
の
人
は
稀
に
し
て
北
去
は
多
し

　
　

塵
土
已
残
香
粉
艷　

塵
土　

已
に
香
粉
の
艷
を
残そ

こ

な
う
に

　
　

茘
枝
猶
到
馬
嵬
坡　

茘
枝　

猶
お
到
る
馬
嵬
坡

　

承
句
は
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
粛
宗
が
北
へ
向
か
い
、
玄
宗
が
成
都

へ
向
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。

　
　
　
「
太
真
香
囊
子
」

　
　

蹙
金
妃
子
小
花
囊　

蹙
金　

妃
子
の
小
花
囊

　
　

銷
耗
胸
前
結
旧
香　

銷
耗
す
胸
前　

旧
香
を
結
び
し
を

　
　

誰
為
君
王
重
解
得　

誰
か
君
王
の
為
に
重
ね
て
解
き
得
ん

　
　

一
生
遺
恨
繫
心
腸　

一
生
の
遺
恨　

心
腸
を
繫
ぐ

　

こ
の
詩
は
玄
宗
が
蜀
地
か
ら
長
安
に
戻
る
際
、
馬
嵬
坡
に
仮
埋
葬

し
て
あ
っ
た
楊
貴
妃
を
改
葬
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
墓
を
開
か
せ

る
と
彼
女
が
身
に
つ
け
て
い
た
香
囊
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
故
事

（『
新
唐
書
』
巻
七
六
、「
楊
貴
妃
伝
」）
に
基
づ
く
。

　
　
　
「
馬
嵬
帰
」
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雲
愁
鳥
恨
駅
坡
前　

雲
は
愁
え
鳥
は
恨
む
駅
坡
の
前

　
　

孑
孑
竜
旗
指
望
賢　

孑
孑
た
る
竜
旗　

望
賢
を
指
す

　
　

無
復
一
生
重
語
事　

復
た
一
生　

重
ね
て
語
る
事
無
し

　
　

柘
黄
衫
袖
掩
潸
然　

柘
黄　

衫
袖　

掩
い
て
潸
然
た
り

　

孑
孑
は
、
ぽ
つ
ん
と
立
つ
さ
ま
。
望
賢
は
咸
陽
に
あ
っ
た
望
賢

宮
。
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
十
二
月
、
上
皇
が
蜀
地
か
ら
戻
る
時
に
、

粛
宗
は
こ
こ
で
出
迎
え
た
（『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
、「
粛
宗
本
紀
」）。

転
・
結
句
は
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
七
夕
の
夜
に
、
玄
宗
と
楊
貴

妃
が
驪
山
宮
で
将
来
を
誓
い
合
っ
た
と
い
う
故
事
（
陳
鴻
『
長
恨
歌

伝
』）
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
「
集
霊
台
二
首
（
虢
国
夫
人
）」
を
こ
れ
ら
一
群
の
詩
の
う
ち
に
配

置
し
て
も
、
不
自
然
さ
は
全
く
な
い
。『
杜
詩
論
稿
』
が
、
論
理
的

に
も
描
写
も
張
祜
の
一
連
の
詩
と
共
通
し
て
い
る
と
具
体
的
に
指
摘

し
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
な
説
得
力
を
持
っ
て
い
る（
８
）。

八

　

先
述
し
た
よ
う
に
『
詳
注
』
は
こ
の
詩
に
は
一
句
ご
と
に
婉
曲
な

諷
刺
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
見
な
し
、
李
汝
倫
も
こ
の
点
に
つ
い
て

は
同
意
し
て
い
た
。
し
か
し
果
た
し
て
こ
の
詩
か
ら
は
『
詳
注
』
が

指
摘
す
る
よ
う
な
諷
刺
が
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
尹
占

華
「
論
張
祜
及
的
其
詩
」（『
張
祜
詩
集
校
注
』
所
収
）
は
こ
の
詩

が
「
開
元
天
宝
」
の
「
遺
事
」
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
許
学
夷

『
詩
源
弁
体
』
巻
二
十
九
の
発
言
を
引
き
な
が
ら
、「
風
俗
画
巻
」
で

あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
皮
日
休
や
陸
游
の
見
解
に
は
誤
解
が
あ
る
と

し
て
、
張
祜
の
「
華
清
宮
四
首
」・「
折
楊
柳
枝
二
首
」
に
は
玄
宗
と

楊
貴
妃
に
対
す
る
恨
み
嘆
く
感
情
が
満
ち
て
お
り
、
葛
立
方
の
評
価

は
意
を
得
て
い
る
と
言
っ
て
い
る（
９
）。　

　
　

　

た
だ
し
そ
こ
に
引
か
れ
る
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
』
巻
十
五
か
ら
の

引
用
に
は
省
略
が
あ
る
の
で
全
文
を
引
こ
う
。

　

阿
濫
堆
は
、
唐
の
明
皇
の
作
る
所
な
り
。
驪
山
に
禽
有
り
、

名
は
阿
濫
堆
、
明
皇　

玉
笛
を
御
し
、
其
の
声
を
将も

つ

て
翻
り
て

曲
と
為
し
、
左
右　

皆
な
能
く
伝
唱
す
。
故
に
張
祜
の
詩
に
云

う
、「
紅
葉　

蕭
蕭
と
し
て
閣
半
ば
開
き
、
玉
皇　

曾
て
此
の

宮
に
幸
し
て
来
る
、
今
に
至
る
風
俗　

驪
山
の
下
、
村
笛　

猶

お
吹
く
阿
濫
堆
。」
二
君
（
尹
占
華
注
、
陳
後
主
与
唐
玄
宗
）

は
驕
淫　

侈
靡
に
し
て
、
歌
曲
に
耽
嗜
し
、
以
て
亡
乱
す
る
に

至
る
。
世
代
は
異
に
す
と
雖
も
、
声
音
は
猶
お
存
す
、
故
に
詩

人
は
懐
古
し
、
皆
な
「
猶
お
唱
う
」・「
猶
お
吹
く
」
の
句
有
り
。

嗚
呼
、
声
音
の
人
に
入
る
こ
と
深
し
。

　

尹
占
華
の
前
述
の
見
解
は
傾
聴
に
値
し
よ
う
。
諷
喩
や
諷
刺
の
み

が
そ
の
特
質
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
小
杉
放
庵
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』（
書
物
展
望
社
、
一
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九
四
〇
、
和
紙
版
）
が
「
華
清
宮
」
や
「
何
満
子
」
を
取
り
上
げ
て
、

「
張
祜
は
宮
体
の
小
詩
に
於
て
無
双
の
名
あ
り
、
一
詩
出
づ
る
毎
に

人
争
つ
て
之
を
愛
吟
し
た
、
ど
こ
の
国
で
も
、
流は

や
り
う
た

行
唄
は
大
抵
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
も
の
、
宮
体
は
内
宮
の
艷
女
の
、
閨
中
の
恨
み
や
風

月
の
感
傷
を
題
に
す
る
、
頗
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
、
だ
か
ら
張
祜
の

愛
読
者
は
後
宮
の
佳
麗
に
多
い
、
…
…
。」
と
言
う
。
こ
こ
で
も
張

祜
の
「
宮
体
の
小
詩
」
に
は
諷
刺
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
指
摘

は
な
い
。
率
直
な
印
象
を
述
べ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

張
祜
「
集
霊
台
（
虢
国
夫
人
）」〈
其
二
〉
は
、
李
攀
竜
（
一
五
一

五
～
一
五
七
〇
）
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
『
唐
詩
選
』
巻
七
に
も
収
録

さ
れ
、
我
が
国
で
も
読
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
詩
は
杜
甫

の
作
で
は
な
い
と
認
識
さ
れ
る
基
底
に
あ
り
、
こ
の
詩
の
作
者
に
関

す
る
論
考
が
少
な
い
こ
と
に
も
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
を

杜
甫
の
作
と
す
る
論
者
の
中
で
も
仇
兆
鰲
が
一
句
ご
と
に
諷
刺
を
読

み
取
ろ
う
と
し
た
姿
勢
は
際
立
っ
て
い
る
。
確
か
に
杜
甫
に
風
刺
性

の
強
い
作
品
群
が
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
に
属
す
る
。
そ
う
で
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
「
虢
国
夫
人
」
ま
で
も
が
そ
れ
ら
一
群
の
詩
と
同
様

の
傾
向
を
も
つ
と
は
見
な
せ
な
い
。
杜
甫
の
詩
に
は
追
懐
や
懐
古
を

主
と
す
る
作
品
群
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
す
べ
て
が
風
刺
性
の
強

い
作
品
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
詩
を
そ
れ
ら
風
刺
性
の
強
い

作
品
と
同
列
に
扱
っ
た
こ
と
が
、
仇
兆
鰲
の
、
さ
ら
に
は
曹
樹
銘
の

判
断
を
誤
ら
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

　
　

注

（
1
）
傅
璇
琮
『
唐
才
子
伝
校
箋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
）
に
よ
る
。

（
2
）
員
安
宇
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
。
拙
稿
「
杜
甫
詩
の
真
偽
―

「
過
洞
庭
湖
」
札
記
―
」（「
中
国
文
化
」
七
六
、
二
〇
一
八
・
六
）

で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。　

（
3
）『
居
易
録
』
巻
七
に
も
同
様
の
話
柄
を
載
せ
る
が
、
本
文
に
は
若

干
の
異
同
が
あ
る
。

（
4
）
司
空
図
『
二
十
四
詩
品
』
の
「
含
蓄
」
の
条
に
見
え
る
。

（
5
）
例
え
ば
『
詳
注
』
に
依
拠
し
た
と
す
る
韓
成
武
・
張
志
民
『
杜
甫

詩
全
訳
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
）
は
、「
詩
中
諷
刺
虢
国

夫
人
的
狐
媚
相
。」
と
す
る
。

（
6
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
因
此
、「
虢
国
夫
人
」
決
不
是
杜
甫
的
。

雖
然
它
是
首
好
詩
、
但
硬
拔
給
杜
甫
、
也
不
会
給
杜
集
添
加
什
麽
光

采
。
杜
集
没
有
此
詩
、
完
全
不
影
響
詩
聖
的
偉
大
。
為
什
麽
替
詩
聖

向
他
的
後
人
掠
美
呢
？
還
是
把
「
虢
国
夫
人
」
完
璧
地
還
給
詩
人
張

祜
吧
！
」

（
7
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
虢
国
夫
人
」
乃
是
張
祜
詩
、
題
名
為

「
集
霊
台
二
首
」（
二
）、
楽
史
『
楊
太
真
外
伝
』
誤
把
此
詩
記
為
杜

甫
作
。
…
…
「
虢
国
夫
人
」
是
張
祜
詩
、
還
有
下
列
古
籍
為
証
。
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…
…
小
説
家
之
言
不
可
信
、
我
們
不
能
根
拠
唐
宋
人
小
説
進
行
唐
詩

輯
佚
工
作
。

（
8
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
…
…
張
祜
是
位
写
絶
句
的
能
手
、
他
的

絶
句
写
得
大
都
不
錯
、「
太
真
含
笑
入
簾
来
」
也
是
被
専
家
們
重
視

的
好
詩
。
更
主
要
的
還
在
于
他
用
七
絶
的
形
式
写
了
不
少
関
于
玄

宗
・
貴
妃
的
詩
、
如
「
邠
王
小
管
」・「
寧
哥
来
」・「
馬
嵬
坡
」・「
太

真
香
囊
子
」
等
、
都
写
得
流
暢
而
清
麗
。
作
為
「
集
霊
台
二
首
」、

先
写
貴
妃
、
後
写
虢
国
、
先
有
貴
妃
之
寵
、
後
有
虢
国
之
乱
（
其
実

貴
妃
的
入
宮
也
是
種
乱

―
乱
倫
的
乱
）、
合
乎
邏
輯
。
二
詩
在
情

調
・
語
言
上
是
統
一
的
、
筆
法
是
相
近
的
。

 

（
9
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
其
実
他
們
都
多
少
誤
解
了
張
祜
、
張
祜

的
本
意
并
没
有
背
離
諷
諭
懲
勧
的
詩
教
、
只
不
過
詩
意
委
婉
含
蓄
、

隠
而
不
露
、
才
使
一
向
主
張
明
白
易
諭
的
新
楽
府
詩
人
們
一
時
没
有

理
解
其
中
的
真
諦
。
倒
是
陸
亀
蒙
説
他
「
講
諷
怨
譎
、
時
与
六
義
相

左
右
」、
尚
為
知
音
。
張
祜
「
華
清
宮
四
首
」・「
折
楊
柳
枝
二
首
」、

便
充
満
了
対
唐
玄
宗
与
楊
貴
妃
的
無
限
悵
惋
之
情
、
葛
立
方
曾
評

「
…
…
。」
可
謂
得
其
意
。

�

（
北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　


